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 〈Layapa Painthings Series〉は、バングラディシュで粘土づくりの小屋に漆喰を塗るように色を塗
る方法のラヤパ（Layapa）技法で描かれた絵画シリーズである。地方の人々が「小屋に泥を塗りつける
  
ことによって夢を小屋に託していることを想像しながらこの絵を描いている。」と言っている。その技法
や制作姿勢は、母国を離れ絶えず生活してきたことによる自らのアイデンティティの喪失や変容に危機
感を感じることに由来し、そのため「デジ（Deji）概念」＝国土、移住のイメージをテーマとすること
によって絵画表現の動機を獲得することに成功している。バングラディシュの歴史や神話、民話、日々
の生活に基づき構成される画面は、その物語を読み取れるコードを共有出来ないため、デジ概念を体験
するには我々には難解である。しかし日本の浮世絵や鯰絵と比較しグローバルにその地域性、土着性を
歴史的な視点から広く捉える表現は、〈Sucker'wfp21〉戦闘機プロジェクトにも共通の強い批評性が根底
にあり、フィロズのアーティストとしての力量を感じる。今後、アートワールドでのさらなる活躍を期
待する。 
 本作品及び、国内外の展覧会等におけるフィロズの制作活動は、本学博士学位に相応しいものである。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 フィロズ マハムドはバングラデシュのダーカ大学で古典絵画を学んだ後、オランダのライクスアカ
デミーのレジデンスプログラムを経て、給費留学生として来日した。祖国を離れて10年、移住者の美術
家として盛んに国際展に出品しながら研鑽と制作・発表を行ってきた。 
 マハムドの申請論文はアジア、アフリカ、東欧、南米からの移住者であるアーティストたちが欧米文
化圏において活躍している現状を照射し、その表現の中に現れるアイデンティティと思想や技法等の共
進化を論じている。論文前半では、とくに21世紀初頭の現在時点でのアートシーンをふまえ、最新のグ
ローバル化のなかでみずから移住を選択したアーティストたちを対象にした論考を展開し、後半では出
自をアジアのイスラム社会にもつ若いアーティスト自身が、自作の分析においてより具体的に民族的、
宗教的、伝統的なアイデンティティと国際化の関係を論じ、みずからがおかれている異文化環境と多文
化環境のなかで、いかに自他を融合、止揚して、現代美術にあらたな境地を切り開こうとしてきたかを、
実作を例に論じている。 
 大学美術館展示作品「Sucker'wfp21」は全長８メートルの樹脂製ジェット戦闘機の表面を祖国より取
り寄せた食料用穀物で被い、軍備増税による人民の生活権の搾取を大胆に表現した。同時に背後の壁面
には「ラヤパペインティング（バングラディシュで粘土づくりの家に色漆喰を塗る方法）」技法による歴
史的題材の絵画シリーズが展示され、出自とそのきびしい現実を関係づける優れたインスタレーション
となっていた。 
 以上のようにフィロズ マハムドの論文と作品は、博士学位に相応しいものであると判断して合格と
した。 
 
